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ぼくの夢　わたしの夢

CONTENTS　目次 ＣＯＶＥＲ
―― 表紙の写真 ――

勢いのあるストレートで

プロの打者から三振の山を築きたい

　僕は陸上競技の60㍍ハードルで、愛媛県大会に出場しまし
た。喜多郡大会で競ったライバルのいいところをまねしなが
ら、大会に向けて練習に励みました。入賞はできなかったけど、
自己ベストを更新できてうれしかったです。
　夢はプロ野球選手です。野球が大好きなお父さんの誘いで、

「大洲Ｊ
ジュニア

ｒタイガース」で６歳から野球をしています。チームを
勢いづける１番バッターとして、常にフルスイングを心掛けて
いました。監督からは、失敗しても元気を出してプレイするこ
との大切さを教えてもらいました。技術だけでなく、心も成長
できたと思います。いろんなポジションを経験したけど、ピッ
チャーをしているときが一番楽しいです。阪神タイガースの藤
浪晋

しんたろう

太郎投手に憧れているので、将来は藤浪投手のような力強
いストレートで、プロのバッターから三振の山を築きたいです。

22 みんなのひろば
リレーエッセイ／はじめてのバースデー／人☆キラリ／ＨＥＬＬＯ！！！　他

34 健康カレンダー／お元気ですか／人のうごき／相談／当番医

36 住人十色

26 図書館へ行こう

20 フォトリポート「うちこわまつり」

18 うちこ往来 臼杵お練り・獅子舞／サイクリングツアー／米田吉盛展　他

28 保育園児の募集

2 ぼくの夢 わたしの夢／目次

ゆうてぃあ　Vol.20027

広報うちこ2017年12月号UCHIKO  vol.242

3 特集　地域づくりの源泉　

まちのニュース　からり内閣総理大臣賞受賞／上岡美平展　他16

29 社協だより　Vol. ４　職員採用試験

30 町からのお知らせ　年末年始のお知らせ／資源ごみ（金属類）の区分変更　他

32 くらしの情報 雪山ネイチャーキャンプ／伝統芸能まつり／知的農村塾　他

◉西岡寿
す み え

美枝さん=石畳７=が
自宅で育てた、約100種類350
株の菊が咲き誇っています。
写真は、散歩で訪れた石畳へ
き地保育園の園児６人。花に
囲まれて笑顔になりました。
　毎年、石畳水車まつりの来
場者にきれいな菊を楽しんで
もらおうと、自宅で菊花展を
開く西岡さん。「菊の魅力は人
の輪が広がること。小さな子
どもからお年寄りまで楽しん
でほしい」と話していました。

大久保　勇
ゆうな

那くん　五十崎小学校６年（妙見町）
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―
―
特
集
・
プ
ロ
ロ
ー
グ
―
―

石
畳
地
区
に
嫁
い
で
来
て
３
年
―
―

「
何
も
な
い
と
こ
で
ご
め
ん
」

と
夫
は
言
う
け
れ
ど

こ
こ
に
は
都
会
に
な
い
、

大
切
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

し
ん
ど
い
こ
と
も
、
け
ん
か
も
あ
る
け
れ
ど

つ
ま
ら
ん
と
か
、
飽
き
た
と
か
は
な
い
。

小
さ
な
幸
せ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
が
、

う
れ
し
い
―
―
。

昨
年
の
12
月
に
長
男
が
生
ま
れ
た
。

私
と
出
会
う
ま
で
、

一
人
で
も
こ
の
土
地
に
残
る
と
決
め
て
い
た
夫
は

「
自
分
の
将
来
像
に
な
か
っ
た
す
ご
い
こ
と
」

と
喜
ん
で
く
れ
た
。

今
ま
で
以
上
に
張
り
切
っ
て

栗
や
シ
イ
タ
ケ
を
作
っ
て
い
る
。

若
い
人
が
少
な
い
か
ら
、

「
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
が
よ
く
な
れ
ば
、

こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
う
人
が
増
え
る
」

と
言
う
背
中
が
頼
も
し
い
。

石
畳
の
人
た
ち
も
、

地
域
の
未
来
を
変
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。

小
さ
な
集
落
だ
け
ど
、

み
ん
な
生
き
生
き
と
し
て
素
敵
。

私
も
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
子
育
て
を
し
て
、

素
敵
な
母
に
な
り
た
い
―
―
。

河野　史
ふ み の り

典さん

　　　 　優
ゆ う

さん

　　　生
い づ る

弦くん

＝石畳７＝

「
こ
の
子
の
た
め
に
」



源泉地域づくりの
Special Feature

ふるさとを未来へ――
石畳地区300人の挑戦

　　

内
子
町
内
か
ら
約
20
分
。
麓

ふ
も
と

川
に

沿
っ
て
北
へ
約
12
㌔
進
む
と
た
ど
り

着
く
、
石
畳
地
区
―
―
。

　

人
口
約
３
０
０
人
の
小
さ
な
集
落

で
す
が
、「
第
１
回
美
の
里
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
」の
最
優
秀
賞
受
賞
や

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
へ
の

登
録
な
ど
、
全
国
的
に
も
有
名
な
地

域
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
始
ま
り
は
30
年
ほ
ど
前
、

地
域
に
住
む
西
本
勇ゆ

う
き記
さ
ん
が
、
麓

川
の
上
流
に
あ
る
自
分
の
土
地
で
し

て
い
た
植
栽
活
動
で
し
た
。「
訪
れ

る
人
が
少
な
い
地
域
に
名
所
を
つ
く

り
た
い
」
と
、
モ
ミ
ジ
や
ツ
バ
キ
を

少
し
ず
つ
増
や
し
た
西
本
さ
ん
。
そ

の
思
い
は
、
地
域
の
若
者
が
立
ち
上

げ
た「
石
畳
を
思
う
会
」（
以
下
、
思

う
会
）と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

か
つ
て
石
畳
地
区
に
は
30
基
も
の

水
車
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
々
と
な

く
な
り
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
。
思

う
会
は「
水
車
の
あ
る
農
村
風
景
を

『
石
畳
の
農
村
文
化
』」と
位
置
づ
け
、

平
成
２
年
に
西
本
さ
ん
の
土
地
に
水

車
を
復
原
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
12
人

が
資
金
を
出
し
、
自
ら
が
汗
を
流
し

石
畳
地
区
の
地
域
づ
く
り
は

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
―
―

水
車
復
原
が
地
域
を
一
つ
に

石畳地区の地域づくりが始まったのは30年前――
高齢化、人口減少、地域経済の衰退
待ち受ける問題を、ただ黙ってみているわけにはいかない。
立ち上がった12人の若者たちの思いは、地域全体を巻き込む活動へ
そしてふるさとを未来につなぐ挑戦は、今も続いている――

広報うちこ   2017. 12  4



て
作
業
を
す
る
―
―
。
石
畳
の
未
来

へ
希
望
を
つ
な
ぎ
た
い
と
い
う
若
者

た
ち
の
思
い
は
、
地
域
の
人
た
ち
の

心
を
動
か
し
ま
す
。

　

地
域
を
一
つ
に
し
た
水
車
の
復
原

は「
水
車
ま
つ
り
」や「
村
並
み
保
存

運
動
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ

く
り
の
原
点
に
。
そ
し
て
30
年
経
っ

た
今
も
、
石
畳
地
区
の
住
民
に
誇
り

と
活
力
を
与
え
、
脈
々
と
続
く
活
動

の
源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成２年に復原した１号水車。この後、
２つの水車が新設された

思う会のメンバーが10年に１回、水車
小屋の屋根を葺き替える

2017. 12   広報うちこ  5



住
民
の
半
数
が
ス
タ
ッ
フ

「
石
畳
水
車
ま
つ
り
」

み
ん
な
大
好
き
水
車
ま
つ
り

　

11
月
３
日
、
水
車
の
周
辺
に
整
備

さ
れ
た「
石
畳
清
流
園
」
に
続
々
と

人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
石
畳
地
区

の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
石
畳
水
車
ま
つ

り
」で
す
。

　

平
成
４
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で

26
回
目
。
川
と
水
車
の
あ
る
雰
囲

気
、
住
民
の
手
作
り
感
や
お
も
て
な

し
の
心
が
人
気
で
、
毎
年
１
０
０
０

人
以
上
が
来
場
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
手
打
ち
そ
ば
や
羽
釜
で

炊
い
た
水
車
米
の
お
に
ぎ
り
な
ど
の

特
産
品
を
販
売
。
竹
製
の
手
作
り
す

べ
り
台
、
ア
マ
ゴ
釣
り
や
リ
ー
フ
作

り
な
ど
、
自
然
の
中
で
遊
べ
る
催
し

が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
み
ん
な
が
楽
し
め
ま
す
。

１
７
０
人
総
活
躍
の
場

　

水
車
ま
つ
り
の
素
晴
ら
し
さ
は
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
は
石
畳
地
区

の
あ
ら
ゆ
る
人
が
関
わ
っ
て
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
祭
り
を
運
営
し

ま
す
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
数
は
１
７
０

人
。
地
区
人
口
約
３
０
０
人
の
半
数

以
上
が
参
加
し
て
い
る
の
で
す
。

　

前
日
の
準
備
に
は
、
平
日
に
も
関

わ
ら
ず
、
若
者
も
含
め
て
70
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
青
年
の
一

人
が「
み
ん
な
に
役
割
が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
頑
張
っ
て
い
る
。
い
つ

の
間
に
か
自
分
も
使
命
感
に
駆
ら
れ

て
い
る
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

祭
り
か
ら
学
ぶ
地
域
づ
く
り

　

30
年
近
く
も
同
じ
規
模
で
続
け
ら

水
車
復
原
を
き
っ
か
け
に「
石
畳
清
流
園
」が
整
備
さ
れ
、「
石
畳
水
車

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
で

行
う
手
作
り
の
祭
り
は
、石
畳
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

1_子どもに大人気の竹の滑り台。絶叫す
る子どもたちがかわいい　2_秘伝のタレ
を付ける焼き鳥は絶品　3_石畳小学校の
子どもたちもスタッフとして祭りに参加
4_石畳名物の手打ちそば。スタッフも舌
鼓を打つ　5_どんぐりや松ぼっくりで作
るリーフ。大人も子どもも熱中

１

４

５

２３
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れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
実
行
委

員
長
の
亀
田
強つ

よ
し

さ
ん
は「
住
民
の
協

力
が
あ
る
か
ら
。
み
ん
な
で
楽
し
く

や
る
、
そ
れ
が
一
番
」
と
う
な
ず
き

ま
す
。
石
畳
地
区
ら
し
い
お
も
て
な

し
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
亀
田

さ
ん
が
指
示
す
る
こ
と
は
な
い
そ
う

で
す
。「
お
に
ぎ
り
を
竹
の
皮
に
包

ん
だ
り
、
竹
の
器
を
作
っ
た
り
、
み

ん
な
が
考
え
て
工
夫
し
て
い
る
」と

胸
を
張
り
ま
す
。
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
水
車
ま

つ
り
で
す
が
、
今
で
は
住
民
の
結
束

を
強
め
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
考
え
、
工
夫
と
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
取
り
組
む
姿
勢

は
、
石
畳
地
区
の
全
て
の
地
域
活
動

に
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

1_休憩時間にいい笑顔になるの
はなぜでしょう　2_約750人前
のそばを準備するそば班の皆さ
ん。具材になるごぼうの準備も
大変　3_餅まき用の餅をこねる
餅班の皆さん。使用する餅米は
住民の提供　4_次々と竹の器を
つくる、まさに職人の技

１
２

３
４

《企業組合「石畳むら」》思う会の有志が設立。
毎週土日にそば屋を営業するほか、そばまつ
りを開催。耕作放棄地にそばを植える活動も

村並み保存× 30年

《桜まつり》東のシダレ桜の開花に合わせて
行われる祭り。周辺の景観も住民たちの手に
よって整備されている

《ホタル観測活動》ホタルがすめる川の保全
のため、思う会の会員が交替で定点観測をし
ている。夏には無数のホタルが舞う

《弓削神社》屋根付き橋の屋根の葺き替え、
橋脚の補修などを住民総出でする。数年前に
菖蒲の植栽を行い、さらに美しい景観に

石畳地区の地域づくり（抜粋）

源泉地域づくりの
 Special Feature

水車まつりの舞台裏

＼ワイワイガヤガヤやっとります/
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立正大学経済学部
特任教授　鈴木輝

て る た か

隆さん

「住民自治とローカルデザイン力
から地域経営」が研究テーマ。北
海道ニセコ町や大分県由布市な
ど、全国に地域づくりのネット
ワークを構築している。現在、石
畳地区の「石畳小さな拠点づく
り検討会」のアドバイザーをして
いる。

村並み保存運動で、美しい景観の保全や交流人口の増加などに成果を上げ
ている石畳地区ですが、人口の減少は止められていません。
地域に足りないものは地域外から借りたらいい。ふるさとを未来につなぐ
ため、運動から事業へ――。石畳地区の新しい挑戦が始まります。

この暮らし、なくさない――
思いをカタチに、そして未来に

止
ま
ら
な
い
人
口
減
少

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
で
、
石

畳
地
区
に
は
価
値
の
高
い
農
山
村
の

生
活
文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
他
の
地
域
と
同
様
に
、
人
口
減
少

に
よ
る
将
来
の
継
続
へ
の
危
機
感
は

消
え
て
い
ま
せ
ん
。
活
動
が
始
ま
っ

た
当
時
は
約
４
５
０
人
だ
っ
た
人

口
は
、
現
在
約
３
０
０
人
に
減
少
。

２
０
６
０
年
に
は
99
人
に
ま
で
減
少

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
来
を
変
え
る
挑
戦

　

そ
こ
で
住
民
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
礎
に
未
来
を
創
造
し
て
い

こ
う
と
、
新
た
な
挑
戦
を
始
め
ま
し

た
。
有
志
が「
石
畳
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
検
討
会
」（
以
下
、
拠
点
づ
く
り
検

討
会
）を
立
ち
上
げ『
石
畳
つ
な
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
作
成
。
三
世
代
が
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
す

た
め
、
地
域
外
か
ら
知
識
や
ス
キ
ル

を
借
り
な
が
ら
人
材
を
育
成
し
、
地

域
を
支
え
る
経
済
力
と
必
要
な
人
口

を
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
で
生
産
し
て
い
る

ゆ
ず
こ
し
ょ
う
や
菊
炭
の
価
値
を

パッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
高
め

た
り
、
石
畳
特
産
の
栗
を
主
要
産
業

に
育
て
る
た
め
に
新
商
品
の
開
発
を

し
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
の
持
っ
て

い
る
資
源
に
磨
き
を
か
け
る
取
り
組

み
は
、
す
で
に
成
果
を
出
し
始
め
て

い
ま
す
。

柔
軟
な
共
同
体
で
未
来
を
創
造

　

私
は
石
畳
ほ
ど
住
民
一
人
一
人
の

存
在
価
値
を
大
切
に
し
、
共
同
体
へ

の
貢
献
が
ご
く
当
た
り
前
に
行
わ
れ

て
い
る
地
域
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
石
畳
の
人
々
の
営
み
と

外
部
の
デ
ザ
イ
ン
力
や
販
売
力
を
持

つ
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
よ
り
大
き

く
柔
軟
な
共
同
体
を
築
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
起
業
家
育
成
や
情

報
発
信
を
含
め
た
総
合
的
な
取
り
組

み
も
重
要
で
す
が
、
石
畳
地
区
の
皆

さ
ん
の
熱
意
と
忍
耐
が
あ
れ
ば
、
揺

る
ぎ
な
い
未
来
を
創
造
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
私
も
持
て
る
力
を
出
し

惜
し
む
こ
と
な
く
手
伝
い
ま
す
。

板締め染めの技術を学んで石畳に根付かせる試みも

消
え
な
い
人
口
減
少
へ
の
危
機
感
、

始
ま
っ
た
未
来
志
向
の
地
域
づ
く
り

――人口が減っても、みんなが生き生きと暮らせるために――
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「石畳つなぐプロジェクト」と「活動報告書『其
そ

の儘
まま

』」

石畳小さな拠点づくり検討会が29年３月に作成した「石畳つなぐプ
ロジェクト」には、栗を中心とした六次産業の創出や茶の湯炭の継
承など、地域資源や伝統文化を生かして経済を創出し、地域が未
来に生き残るための新たな事業を展開することを明記している。
27年度の石畳地区の活動をまとめた「其の儘」は、石畳の「風景」
と「人」を特集。活動の記録や「みんなの声」や「未来予想図」
を掲載し、地域の今とこれからを、そのまま伝えている。

　拠点づくり検討会の加工部では石畳地区の商品
を開発しています。２年前に商品化して人気なの
が「ゆずこしょう」。材料のゆずは、ゆず栽培を
やめた人から分けてもらい、青唐辛子は加工部の
みんなで自家栽培しています。全て無農薬です。
ゆずは、皮の白い部分が入るとえぐみがでるので、
緑の部分だけを使います。だから取れる材料はほ
んの少し。全て手作業なので、ほんと難儀して作っ
ています。でも、その甲斐もあって「おいしい」
と好評。値段は少し高いですが、喜んで買ってく
れる人が多いので、うれしいです。
　商品価値を高めるためのパッケージは、東京都
のデザイン会社・オールライトが協力してくれま
した。社長の北條舞

まい

さんをはじめ、社員の皆さん
がゆずこしょう作りの作業に参加して、私たちの
思いを共有してくれました。おかげで自分たちで
は考えられない、素敵なパッケージになりました。
　最初は冗談で「ゆずこうしょうを売ってハワイ
に行こう」て言ってたけど、こだわりのある作り
方なので大量生産は無理。今は、ちょっとでも石
畳を知ってもらえるきっかけになればと、みんな
で頑張っています。
　地域の将来はもちろん心配だけど、大きなこと
は分かりません。でも石畳にはいろいろな女性が
います。アイデアを出す人、作る人、器用な人、
私は口を出す人……。それぞれの特技を生かして
楽しくやっているので、それが地域の幸せにつな
がればいいですね。

女性の活躍×デザイン力
女性たちの思いの結晶「ゆずこしょう」

1_加工部の皆さん　2_女性たちが中心のグループ「さく
ら会」や加工部の活動拠点となっている「石畳の宿」　3_ゆ
ずこしょう　4_水車米のパッケージなどもデザイン

加工部
宮本美

み え こ

恵子さん＝石畳８＝

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

１

２

３４

源泉地域づくりの
 Special Feature
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若い人が集まって、先を見据えた
話をする場があるのはいいこと。
何かが生まれるエネルギーを感じ
ます。内容も前向きで、頼もしい。
固定観念にとらわれず、自分のや
りたいことをして、それが地域の
発展につながればうれしいです
ね。手応えを感じ、それを重ねて
いる皆さんに期待しています。 宝泉　武

たけのり

徳さん

非公式の会なので、思いっきり夢
や本音を語れるのが楽しいです。
父親を含めた先輩たちも、こんな
感じで地域づくりをしてたんだ
なぁと実感しています。すごくい
い雰囲気で、今までにないことが
できると予感しています。みんな
がわくわくできること、一緒にし
たいです。 山田　史

し ろ う

郎さん

昨年５月に石畳の若者たちが立ち上げた地域づくりのグループ。
非公式で名前もまだ決まっていませんが、地域を思う気持ちは同じです。
熱い思いで囲炉裏を囲む皆さんに、話を聞きました。

熱いときは囲
い ろ り

炉裏を囲め
囲炉裏×若者グループ

いつの間にか父の背中を追っていた立ち上げ当時の「思う会」を思い出す
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1_囲炉裏の炭よりも熱い本音トークが続く　2_講師
を招いて焼き栗のおいしい作り方を学ぶ　3_ホクホ
クの焼き栗。水車祭りで販売し、大好評に　4_(株 )
四万十ドラマの畦地さんとの勉強会　5_福本さんが
囲炉裏カフェで提供している栗のアイスブリュレは絶品

若
者
グ
ル
ー
プ
の
誕
生

　
「
今
度
、
栗
の
木
を
増
や
す
ん
よ
」

「
栗
あ
ん
は
ア
イ
ス
に
し
て
売
っ
た

ら
ど
う
や
ろ
」
―
―
。
石
畳
の
宿
に

併
設
さ
れ
て
い
る「
囲
炉
裏
カ
フ
ェ

ひ
ぬ
る
わ
」
か
ら
、
に
ぎ
や
か
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

石
畳
地
区
の
若
者
が
立
ち
上
げ

た
、
非
公
式
の
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
の
会
合
で
す
。
地
域
商
品
の
デ
ザ

イ
ン
を
手
掛
け
た
、
㈱
オ
ー
ル
ラ
イ

ト
と
の
勉
強
会
の
後
、「
公
式
の
場

で
は
意
見
が
出
な
い
の
で
は
」
と
、

50
歳
以
下
の
人
を
集
め
て
、
酒
と
囲

炉
裏
を
囲
ん
で
自
由
に
話
し
た
の
が

始
ま
り
で
し
た
。

　

声
掛
け
を
し
た
山
田
史し

ろ
う郎
さ
ん
は

「
ま
だ
流
動
的
な
会
。
地
域
で
す
る

勉
強
会
な
ど
の
後
に
、
み
ん
な
の
気

持
ち
が
熱
く
な
っ
て
、
誰
か
ら
と
も

な
く『
や
ろ
う
か
』
っ
て
な
る
」
と

笑
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
７
回
ほ
ど
会

を
重
ね
、
毎
回
10
人
前
後
で
集
ま
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

夢
に
「
魂
を
込
め
る
」

　

取
材
し
た
11
月
23
日
の
話
題
は
、

栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
―
―
。
㈱
四
万
十

ド
ラ
マ
・
畦
地
履り

し
ょ
う正

さ
ん
を
囲
ん
だ

セ
ミ
ナ
ー
を
前
日
に
受
け
、
会
合
を

開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
知
県

の
旧
十
和
村
は
、
石
畳
と
同
じ
栗
の

産
地
。
畦
地
さ
ん
は「
し
ま
ん
と
地

栗
」
の
開
発
な
ど
で
、
栗
の
価
値
を

高
め
、
衰
退
し
て
い
た
栗
産
業
を
救

い
ま
し
た
。
そ
の
畦
地
さ
ん
に
言
わ

れ
た
の
が
、「
誰
が
魂
を
込
め
る
の

か
」
―
―
。
本
気
で
取
り
組
む
キ
ー

マ
ン
が
い
な
い
と
、
絶
対
に
無
理
と

い
う
言
葉
で
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は「
焼
き
栗
の
販
売
の

方
針
や
、
地
域
の
生
産
部
の
部
長
に

立
候
補
す
る
こ
と
な
ど
、『
誰
が
魂

を
込
め
る
の
か
』を
前
向
き
に
話
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
夢
の
話
だ
け
で
な

く
、
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
話
し
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

次
世
代
の
「
思
う
会
」

　

思
う
会
と
同
じ
く
会
則
を
持
た
ず

「
や
り
た
い
人
が
、
自
腹
で
や
っ
て

み
る
の
が
一
番
早
い
」と
い
う
皆
さ

ん
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
み
ん
な
で
す

る
会
に
し
た
い
そ
う
で
す
。
目
下
の

悩
み
は
、
会
の
名
前
が
な
い
こ
と
。

「
自
分
た
ち
の
活
動
を
う
ま
く
表
現

で
き
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
か
ら
名
前
の
大
切

さ
を
勉
強
し
た
の
で
、
そ
れ
が
裏
目

に
で
て
い
る
」と
苦
笑
い
。「
家
庭
や

仕
事
の
話
と
か
、
子
ど
も
の
成
長
の

こ
と
と
か
、
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
る

の
で
、
多
く
の
人
に
参
画
し
て
ほ
し

い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

石畳の栗をブランド化するのが夢
です。そのために栽培方法の統一
が必要。今はいい栗が育っても、
生産者によって栽培方法が違う
ので名前も付けられません。みん
なで夢を語り、技術を共有しなが
ら、ブランド栗の産地を目指した
い。夢だけでなく、機動力もある
会なので、楽しみです。山田　哲

て つ や

也さん

夢は石畳の見晴らしのいい場所
に、カフェを開くこと。今は「ひ
ぬるわ」でお菓子などを提供しな
がら、腕を磨いています。拠点づ
くり検討会・加工部の部長もして
いるので、まとめ役に徹するか、
夢を全力で追うかで迷っていま
す。この会は、そういう相談もで
きるので、ありがたいです。福本　琢

た く や

也さん

１

２４
３５

源泉地域づくりの
 Special Feature

魂を込める話に胸が熱くなった僕らにも夢を語る場所が必要だった
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（左）「出会うきっかけとなった石畳地区の地域づくりと水車まつりに感謝」と笑う理恵さん　（中）栗栽培技術の伝道師・伊藤直
なおや
弥さんの剪定講

習。新しい技術を身につけようと真剣に学ぶ一彦さん　（右）「寿喜多」という料理チームで、日本各地でイベントを開いている理恵さん

　

29
年
６
月
、
石
畳
地
区
の
弓
削
神
社

で
結
婚
式
を
挙
げ
た
亀
岡
一
彦
さ
ん

と
理
恵
さ
ん
。
二
人
の
幸
せ
の
始
ま
り

は
、「
水
車
ま
つ
り
」で
し
た
。

　

一
彦
さ
ん
は
10
年
前
、
栗
農
園
を
継

ぐ
た
め
に
帰
郷
。「
地
域
活
動
に
熱
心

だ
っ
た
父
が
５
年
前
に
亡
く
な
り
、
自

分
も
何
か
し
た
い
と
活
動
に
顔
を
出
し

始
め
た
頃
だ
っ
た
」
と
、
理
恵
さ
ん
と

出
会
っ
た
当
時
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

一
方
の
理
恵
さ
ん
は
東
京
都
出
身
。
勤

め
て
い
た
会
社
が
石
畳
地
区
の
商
品
の

デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

理
恵
さ
ん
自
身
は
関
係
の
な
い
部
門
に

い
ま
し
た
が
、「
聞
こ
え
て
く
る
仕
事
の

話
が
面
白
そ
う
だ
っ
た
」と
興
味
を
持

ち
ま
す
。
そ
し
て
自
費
で
同
行
し
た
水

車
ま
つ
り
で
、
運
命
の
出
会
い
―
―
。

　
「
石
畳
の
人
た
ち
は
、
よ
く
し
て
く

れ
る
人
ば
か
り
。
手
作
り
の
結
婚
式
も

素
敵
だ
っ
た
。
恩
返
し
し
た
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
」
と
話
す
理
恵
さ
ん
。
東

京
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
自
分
ら
し
く
地
域
に
貢
献
す
る
方

法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
東
京

で
、
石
畳
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。「
栗

の
ス
ー
プ
が
好
評
だ
っ
た
。
生
産
者
な

ら
で
は
の
贅
沢
な
使
い
方
」と
に
っ
こ

り
。
一
彦
さ
ん
は「
若
い
栗
生
産
者
が

頑
張
っ
て
い
る
。
自
分
も
頑
張
ら
ん
と

い
け
ん
な
」と
応
え
ま
す
。

　

一
彦
さ
ん
が「
朝
、
通
学
す
る
子
ど

も
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
だ
け
で
元
気

に
な
る
。
そ
の
声
が
絶
え
な
い
地
域
に

し
た
い
」
と
夢
を
語
る
と
、
理
恵
さ
ん

は「
石
畳
に
住
み
な
が
ら
、
子
育
て
と

東
京
で
の
仕
事
を
両
立
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
幸
せ
の
カ
タ
チ
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

石
畳
の
幸
せ
の
カ
タ
チ

亀
岡
　
一か

ず
ひ
こ彦

さ
ん
・
理り

え恵
さ
ん
＝
石
畳
８
＝

田
舎
の
豊
か
さ
を
東
京
で
発
信
し
た
い

石
畳
地
区
の
外
か
ら
来
て
感
じ
た
、
石
畳
の
豊
か
さ
と
素
晴
ら
し
さ

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
や
思
い
、
幸
せ
の
カ
タ
チ
を
伝
え
ま
す
―
―
。
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（上）「春は桜がきれいなんですよ」と話す裕
子さんたちを西日が照らす　（中）月１回、

「ひぬるわ」でパンを販売する裕子さん。春
まで休み　（下）冬から春にかけて炭を焼く。
炭の切り分けや集材など１年中作業を行う春

はるき
喜くん、みちるちゃんと一緒に。裕子さんが小麦を作っている畑で

　
「
群
馬
か
ら
石
畳
に
来
て
、
も
う
10

年
」と
い
う
武
藤
浩
次
さ
ん
と
裕
子
さ

ん
。
こ
の
土
地
で
浩
次
さ
ん
は
菊
炭
焼

き
職
人
に
、
裕
子
さ
ん
は
母
親
に
、
そ

し
て
パ
ン
屋
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ン
屋
を
開
く
夢
を
か
な
え
た
裕
子

さ
ん
は「
都
会
な
ら
専
門
学
校
と
か
で

習
え
る
け
れ
ど
、
石
畳
で
は
独
学
。
時

間
は
掛
か
っ
た
け
れ
ど
、
石
畳
だ
か
ら

焼
け
る
パ
ン
に
な
っ
た
」と
胸
を
張
り

ま
す
。
こ
だ
わ
り
は
自
家
栽
培
の
小
麦

か
ら
造
る
酵
母
。
じ
っ
く
り
と
発
酵
さ

せ
る
の
で
、
お
い
し
い
と
好
評
で
す
。

「『
石
畳
の
た
め
』
と
考
え
た
ら
、
夢
の

カ
タ
チ
が
少
し
変
わ
っ
た
。
で
も
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
石
畳
の
人
と
つ

な
が
っ
て
、
そ
れ
が
楽
し
い
」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
「
10
年
暮
ら
し
て
も
、
ま
だ
新
鮮
。
地

域
づ
く
り
が
盛
ん
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
で
き
て
お
も
し
ろ
い
」と
話

す
の
は
、
浩
次
さ
ん
。
引
っ
越
す
前
か

ら
水
車
ま
つ
り
の
手
伝
い
に
呼
ば
れ
た

話
を
付
け
加
え
、「
遠
慮
な
く
使
っ
て

も
ら
う
」と
笑
い
ま
す
。

　

浩
次
さ
ん
は
地
域
の
名
人
か
ら
、
茶

道
炭
と
な
る
菊
炭
焼
き
の
技
術
を
継
承

し
、
今
は
町
内
で
唯
一
の
職
人
。「
材
料

の
ク
ヌ
ギ
の
林
は
、
切
っ
て
使
わ
な
い

と
荒
れ
て
し
ま
う
。
山
主
の
高
齢
化
な

ど
で
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
山
を
守
る

こ
と
も
大
切
」
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

地
域
の
若
者
が
将
来
、
炭
焼
き
職
人
を

目
指
す
こ
と
を
願
い「
伝
統
的
な
技
術

は
、
途
絶
え
る
と
再
生
が
難
し
い
。
自

分
が
ゼ
ロ
に
し
な
い
よ
う
、
頑
張
り
た

い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　
「
田
舎
暮
ら
し
は
忙
し
い
」
と
口
を

そ
ろ
え
る
二
人
。「
で
も
都
会
の
忙
し

さ
と
違
い
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
せ
る
の
が
い
い
」と
続
け
る
浩
次

さ
ん
。
裕
子
さ
ん
も「
地
域
の
人
が
見

守
っ
て
く
れ
る
か
ら
安
心
で
き
る
。
み

ん
な
が
家
族
み
た
い
」と
続
け
ま
す
。

　
「
石
畳
の
暮
ら
し
は
余
計
な
も
の
を

求
め
過
ぎ
な
い
。
都
会
の
暮
ら
し
か
ら

便
利
な
も
の
や
贅
沢
な
も
の
を
た
く
さ

ん
削
っ
た
け
れ
ど
、
残
っ
て
い
る
の
は

本
当
に
大
切
な
も
の
ば
か
り
―
―
」。

二
人
の
言
葉
と
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

姿
か
ら
、
そ
の
暮
ら
し
の
素
晴
ら
し
さ

が
伝
わ
り
ま
す
。

武
藤
　
浩こ

う

じ次
さ
ん
・
裕ゆ

う

こ子
さ
ん
＝
石
畳
９
＝

膨
ら
ん
だ
石
畳
地
区
へ
の
思
い
―
―

源泉地域づくりの
 Special Feature
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ま
だ
夢
の
半
ば

　
　
か
な
う
ま
で
挑
戦
―
―

思いは生き続ける――
ど
の
地
域
も
条
件
は
同
じ　

　

思
う
会
で
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
先
進
地
を
見
て
き
ま
し
た
。
学

ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
気
付
い
た
の
は「
先
進
地
と
呼

ば
れ
る
地
域
も
、
最
初
は
特
別
な
も

の
が
な
か
っ
た
」と
い
う
こ
と
―
―
。

ど
こ
の
地
域
も
条
件
は
同
じ
だ
っ

た
の
で
す
。
石
畳
に
あ
る
文
化
や
歴

史
・
景
観
を
磨
き
、
生
か
せ
ば
、
い

つ
か
追
い
つ
け
る
。
そ
う
思
い
ま
し

た
。

活
動
の
全
て
は
地
域
へ
の
投
資

　

私
は
、
自
分
た
ち
の
労
力
と
お
金

は
地
域
へ
の
投
資
と
考
え
て
い
ま

す
。
還
元
さ
れ
る
利
益
は
お
金
じ
ゃ

な
く
て
地
域
の
発
展
、
そ
し
て
み
ん

な
の
心
が
満
た
さ
れ
、
互
い
が
豊
か

に
な
る
こ
と
で
す
。

　

石
畳
を
思
う
会
の
基
本
理
念
の
一

つ
も
、
補
助
金
に
頼
ら
ず
自
立
す
る

こ
と
で
し
た
。
水
車
を
復
原
し
た
と

き
は
メ
ン
バ
ー
12
人
が
５
万
円
を
出

し
合
っ
て
、
自
ら
が
汗
を
流
し
て
作

業
を
し
ま
し
た
。
こ
の
理
念
が
、
今

の
石
畳
の
地
域
づ
く
り
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

大
切
な
世
代
間
の
つ
な
が
り

　

若
い
人
た
ち
が
新
し
い
活
動
を
始

め
た
の
で
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

地
域
の
夢
を
語
る
の
に
年
齢
は
関
係

な
い
の
で
、
一
緒
に
語
れ
る
人
が
増

え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
世
代
は
30
年
、
み
ん
な

が
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
夢
半
ば
―
―
。
高
校
野

球
の
上
甲
正ま

さ
の
り典
監
督
が「
夢
か
な
う

ま
で
挑
戦
」と
い
う
言
葉
を
残
し
ま

し
た
が
、
こ
の
言
葉
を
同
世
代
の
仲

間
に
も
、
若
い
人
た
ち
に
も
贈
り
た

い
で
す
。
大
き
な
夢
を
か
な
え
る
に

は
、
熱
い
思
い
が
必
要
。
自
分
自
身

も
楽
し
み
な
が
ら
、
夢
に
向
か
っ
て

ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
。

　

先
輩
た
ち
に
も
、
ま
だ
協
力
し
て

ほ
し
い
で
す
。
で
き
る
範
囲
で
参
加

し
て
、
若
い
人
た
ち
に
技
や
知
恵
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
子
や
孫

に
伝
わ
り
、
私
た
ち
の
思
い
と
つ
な

が
る
―
―
。
き
っ
と
地
域
の
未
来
を

変
え
る
力
の
源
に
な
る
は
ず
で
す
。

源泉地域づくりの
 Special Feature

３代目石畳を思う会会長
石畳小さな拠点づくり検討会

　　   会長　山田　定
さだむ

さん

石畳地区、地域づくりの源泉
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地
域
住
民
３
０
０
人
が
一
丸
と

な
っ
て
活
動
す
る
石
畳
地
区
。
地
域

を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
外
部

の
力
も
借
り
て
地
域
を
変
え
る
挑
戦

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
山
田
会
長
は

「
た
だ
何
も
か
も
変
え
る
の
で
な
く
、

地
域
の
歴
史
や
人
々
の
つ
な
が
り
を

確
認
し
な
が
ら
、
何
が
大
切
か
、
何

が
足
り
な
い
か
を
考
え
な
が
ら
進
め

た
い
。
だ
か
ら
三
世
代
の
つ
な
が
り

が
重
要
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
多
く
の
人
が

「
都
会
の
人
た
ち
の
価
値
観
を
変
え

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
西

本
勇
記
さ
ん
の
植
栽
活
動
か
ら
始
ま

り
、
石
畳
を
思
う
会
が
広
げ
た
地
域

へ
の
思
い
。
河
野
史
典
さ
ん
の「
こ

の
子
の
た
め
に
」と
い
う
思
い
も
同

じ
で
す
。
先
人
が
守
っ
て
き
た
景
観

や
文
化
を
大
切
に
し
、
子
や
孫
が
い

つ
ま
で
も
幸
せ
に
生
き
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
―
―
。
そ
の
た
め
に
地
域

の
み
ん
な
で
支
え
合
う
暮
ら
し
。
そ

れ
は
都
会
の
人
た
ち
に
誇
れ
る
、
と

て
も
田
舎
ら
し
い
暮
ら
し
方
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

石
畳
地
区
で
脈
々
と
続
く
地
域
づ

く
り
へ
の
思
い
、そ
の
思
い
は
未
来
の

地
域
と
つ
な
が
り
、
人
々
の
心
の
中

で
生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◀毎年行われる、地域の運動
会は保育園も小学校も一緒。
みんなが集まるので欠かさず
記念撮影をしている

▲ 50年も柿の栽培を続けてい
る向井さん。柿の生産は労働
がきつく、費用も掛かる。「大
変だけど、思いが詰まってい
るから、守りたいね」と奥さん

弓削神社。屋根付き橋の屋根
の補修は10年に１回程度。先
祖代々、地域の人たちの手で
守ってきた地域の宝　　　  ▼

美しい菊炭

石畳を見守るお地蔵さん

石畳が１番６人の保育園児

焼き栗、おいしい

春神楽

収穫の笑顔は最高
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日
本
の
ど
こ
か
で
数
日
だ

け
オ
ー
プ
ン
す
る
特
別
な
野

外
レ
ス
ト
ラ
ン「
ダ
イ
ニ
ン
グ

ア
ウ
ト
」が
10
月
28
・
29
の

両
日
、
八
日
市
護
国
町
並
保

存
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｌラ

イ

フ

ｉ
ｆｅ 

ｉイ
ズｓ 

Ａア

ー

ト
ｒ
ｔ
」
を

テ
ー
マ
に
、
東
洋
文
化
研
究

家
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
さ

ん
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め
、
大

阪
市
内
に
あ
る
２
つ
星
レ
ス

ト
ラ
ン「
Ｌラ

・ａ 

Ｃシ

ー

ム

ｉ
ｍ
ｅ
」の

シ
ェ
フ
・
高
田
裕ゆ

う
す
け介

さ
ん
が

料
理
を
担
当
し
ま
し
た
。　

　

会
場
と
な
っ
た
の
は
本
芳

我
邸
前
の
路
上
。
歴
史
的
建

造
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
内

子
手
し
ご
と
の
会
が
制
作
し

た
行
灯
で
、
非
日
常
的
な
空

間
を
演
出
し
て
、
参
加
者
を

迎
え
ま
し
た
。
料
理
に
は
内

子
町
特
産
の
じ
ゃ
ば
ら
や

栗
、
内
子
豚
や
キ
ジ
な
ど
を

使
用
。
高
田
さ
ん
は「
内
子

に
は
、
素
朴
さ
の
中
に
力
強

さ
の
あ
る
食
材
が
多
い
。
そ

の
素
晴
ら
し
い
食
材
を
広
め

る
き
っ
か
け
に
し
た
か
っ
た
」

と
力
強
く
語
り
ま
す
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

98
㌫
の
人
が
満
足
と
回
答
。

「
想
像
以
上
に
町
が
素
敵
だ
っ

た
」「
会
場
の
素
晴
ら
し
さ
と

ス
タ
ッ
フ
の
心
配
り
に
感
動

し
た
」
な
ど
、
料
理
は
も
ち

ろ
ん
、
内
子
の
景
観
や
人
、

暮
ら
し
ぶ
り
に
好
感
を
抱
く

人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

地
元
調
理
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
た
髙
井
茂し

げ
る

さ
ん

は「
緊
張
感
の
あ
る
厨
房
で
、

初
心
を
思
い
出
し
た
。
内
子

の
料
理
人
も
素
晴
ら
し
い
の

で
、取
り
組
み
が
広
が
れ
ば
」

と
期
待
し
ま
し
た
。　

1_素晴らしい料理を提供した高田シェフ　2_焼きなすを
牛のロースで包んだ料理　3_内子座のレセプションでは、
舞台上でウェルカムドリンクと内子の食材を使ったフィン
ガーフードが用意された　4_じゃばらの葉で覆われた天然
真鯛の料理。蜜蝋に閉じ込めたじゃばらのジュレをかけて
食す　5_地元の和菓子職人などと考案した銀

ぎんよせ

寄栗のエク
レア。12月25日まで内子町内の参加店で販売中

1

3

2

4

5

内子の暮らしの美を食で表現
「ダイニングアウト内子」

1_ライトアップした町並みがダイニングアウトの会場と
なった　2_一皿目は蝋燭の炎の演出　3_アレックスさん
と歓談する参加者　4_本芳我邸の赤門から料理が運ばれ
た　5_調理や接客のスタッフとして約70人の町民が参加

提供された料理の一部を紹介

1

24

35
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「
全
国
芝
居
小
屋
錦
秋
特

別
公
演
」
が
11
月
14
日
、
内

子
座
で
開
か
れ
、
２
回
公
演

を
延
べ
約
１
０
０
０
人
が
観

覧
し
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
ま
ず「
歌
舞
伎

塾
」と
題
し
て
、中
村
勘か

ん
く
ろ
う

九
郎

さ
ん
と
七し

ち
の
す
け

之
助
さ
ん
が
そ

ろ
っ
て
登
場
。
女
形
の
化
粧

の
仕
方
や
道
具
の
使
い
方
な

歌
舞
伎
の
音
の
表
現
法
を
説
明
す
る
勘

九
郎
さ
ん
（
右
）
と
中
村
格
子
と
い
う

デ
ザ
イ
ン
を
説
明
す
る
七
之
助
さ
ん

内
子
座
に
響
く「
中
村
屋
！
」

勘
九
郎
さ
ん
と
七
之
助
さ
ん
が
特
別
公
演

ど
、
歌
舞
伎
の
舞
台
裏
を
詳

し
く
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い

て「
棒
し
ば
り
」「
藤
娘
」
を

上
演
。
迫
力
の
舞
台
で
、
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

11
年
前
に
父
・
勘か

ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ

ん
と
内
子
座
公
演
に
出
演
し

た
七
之
助
さ
ん
は「
懐
か
し

い
。
や
っ
ぱ
り
い
い
小
屋
で

す
ね
」と
感
慨
深
げ
で
し
た
。

無
心
に
描
い
た
上
岡
美
平
の
青
春
時
代

80
年
の
時
を
越
え
て
色
鮮
や
か
に
―
―

　

戦
争
の
た
め
、
27
歳
の
若

さ
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
郷

土
の
画
家
・
上
岡
美み

へ
い平

。
彼

の
没
後
80
年
を
記
念
し
た
展

示
会「
上
岡
美
平
／
作
品
と

そ
の
生
涯
」が
11
月
３
日
～

12
月
３
日
、
五
十
崎
凧
博
物

館
と
美
平
の
ア
ト
リ
エ
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

美
平
の
ア
ト
リ
エ
を
展
示

会
場
と
し
て
公
開
す
る
の
は

初
め
て
。
数
々
の
作
品
と
遺

品
で
、
彼
が
生
き
た
時
代
の

空
気
感
も
再
現
し
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
に
は
、
ア
ト
リ

エ
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
、
戦
没
画
学
生
慰
霊

美
術
館「
無
言
館
」
資
料
室

長
の
林
数か

ず
ま馬

さ
ん
が
、
当
時

の
画
学
生
の
生
き
様
や
遺
族

の
思
い
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は「
作
品
は
戦
没

画
学
生
が
生
き
た
証
。
ア
ト

リ
エ
が
残
っ
て
い
る
の
は
全

国
で
も
珍
し
い
。
美
平
が
故

郷
や
遺
族
に
愛
さ
れ
、
生
き

続
け
て
い
る
の
が
伝
わ
る
」と

展
示
会
を
評
価
し
ま
し
た
。

１

1_林さん（左）と美平について語る山田清
きよあき

昭さん（中央）
2_美平が使用していた道具を展示　3_アトリエの様子

3 ２３

　

農
林
水
産
祭
式
典
が
11
月

23
日
、
東
京
都
の
明
治
神
宮

会
館
で
開
か
れ
、
か
ら
り
直

売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会

（
田
中
京き

ょ
う
こ子
会
長
）が「
む
ら

づ
く
り
部
門
」
で
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

女
性
が
７
割
を
占
め
る

同
協
議
会
。
運
営
に
女
性
が

積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
こ

と
や
、
消
費
者
と
農
家
を
結

ぶ
か
ら
り
ネ
ッ
ト
な
ど
が
全

国
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
田
中
会
長
は

「
20
年
間
の
成
果
が
評
価
さ

れ
て
う
れ
し
い
。
今
後
は
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
就
農
や
新
し

い
野
菜
へ
の
挑
戦
な
ど
が
必

要
。
受
賞
を
励
み
に
頑
張
り

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

女
性
が
生
き
生
き
、
元
気
な
村
づ
く
り

か
ら
り
出
荷
者
運
営
協
に
総
理
大
臣
賞

内
閣
総
理
大
臣
賞
の
表
彰
状
を
手
に
記

念
撮
影
す
る
皆
さ
ん
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　内子町出身で神奈川大学の創立者・米田吉
よしもり

盛氏の功績
を称える「米田吉盛展」が 11 月 12 ～ 19 日、内子東自
治センターで開かれました。12 日には開展式が行われ、
神奈川大学の内田青

せいぞう

蔵教授が「内子と横浜の町並み――
伝統を未来につなげる町づくり」と題して登壇。「内子
は外観保存だけでなく、歴史的な建造物を使いながら保
存しているのが素晴らしい」と話しました。

米田吉盛が教育にかけた夢と理想

その功績を地域に伝える企画展を開催

黄金色に輝く大イチョウの下で

「第７回中川イチョウ祭り」

　「中川イチョウ祭り」（中川自治会主催、上田清
きよのり

則自治
会長）が11月12日、中川地区内の三嶋神社で行われまし
た。愛媛県指定天然記念物でもある「乳

ち ち で

出の大イチョウ」
の紅葉と祭りを楽しもうと町内外から約250人が参加。
伝統芸能の中川万歳の一つ「恵比寿大黒舞」を見ながら、
銀杏が入った山菜おこわや餅・せんべいの他、鮎や手打
ちそばなどの地元料理に舌鼓を打っていました。

米田吉盛展会場の入口

1_十数年ぶりに現役に復帰した有志が、熟練のおねり
を披露　2_愛媛大学の学生や卒業生が駆け付けてく
れた　3_おねりの奉納を終え、安堵の表情をみせる住
民有志の皆さん　4_躍動する舞で観客を魅了した

大学生と取り戻したかつての光景――
臼杵地区住民が十数年ぶりにおねりを奉納

　臼杵地区の秋祭りが 10 月 29 日、同地区内の三嶋神社
で行われ、10 数年前から途絶えていた獅子舞とおねり
が地域住民の手によって奉納されました。
　同地区では３年前から愛媛大学と協力し、地域の伝統
文化である獅子舞とおねりを残す取り組みを続けていま
した。「学生たちが頑張ってくれたから、自分たちも頑
張らなければ」と有志が立ち上がり、念願だった住民の
手による復活を果たしました。
　獅子舞を奉納したのは、臼杵を離れて暮らす大森忍

しのぶ

さ
んと水田竜

りゅういち

一さん。週２回、地域に戻り練習を重ねまし
た。大森さんは「まだまだ未熟だけど、楽しく舞えた。
いつか息子と一緒に舞いたい」。水田さんは「無事に奉
納できてよかった」と爽やかな笑顔で話しました。
　愛媛大学の井口梓

あずさ

准教授は「感動して涙が出た。こ
れからは、大森さんたちのような『他

た し ゅ つ し

出子』が、ふるさ
とを支える社会になると思う。そのために必要な地域の
一体感の醸成には、祭りが重要な役割を果たす。そうい
う瞬間に立ち会えてうれしい」と喜びました。

滑稽なやりとりで観客を楽しませる「恵比寿大黒舞」

1

2

34
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　自転車に乗って内子町内を楽しむ「サイクリングガイ
ドツアー」が愛媛サイクリングの日の 11 月 12 日、天神
産紙工場や内子座などを巡るコースで行われました。各
目的地では、地域の魅力を知る体験メニューや案内人の
説明があり、参加者は内子町の魅力を再確認していまし
た。稲田彩

い ろ は

芭さん（内子小５年）は、「天神産紙工場の
和紙で鶴を折ったのが楽しかった」と笑顔でした。

自転車で秋の内子路を満喫

「サイクリングガイドツアー」

内子座の紙吹雪体験に喜ぶ参加者

　元地域おこし協力隊で合同会社アソビ社代表の山内
大
だいすけ

輔さんは 11 月３日、古民家ゲストハウス&バー「内子
晴れ」をオープンしました。同施設は、賛同者から寄付
を募るクラウドファンディングを活用した他、町内外の仲
間や職人が作業を手伝うなど、多くの人々の協力によっ
て完成。11 日に開かれた完成パーティには、関係者ら
が駆け付けて喜びを分かち合いました。
　９日にはNPO法人Ｐ

プロ ジ ェ ク ト エ ー ワ イ

ｒｏｊｅｃｔＡ.Ｙ（大西啓
けいすけ

介理事長）が
運営する「織

おり

」がオープン。内覧会を開きました。同施
設は、外国人観光客の消費需要などを取り込むため、国
の商店街集客力向上支援事業などを活用し、古民家をイ
ンバウンド対応の宿泊施設に再生した１組限定の宿で
す。大西さんは「内子の宿の新しい形を目指した。消費
額や滞在時間に効果が波及すれば」と期待を寄せました。

生まれ変わった古民家にあがる歓声

町並保存地区に新しく２つの宿がオープン

1_「内子晴れ」の内観　2_バーカウンターに並ぶ合同会社アソビ社の
メンバー５人　3_餅まきに多くの人々が集まった　4_（以下、「織」）
お披露目された宿の外観　5 ～ 7_古さと新しさ、和と洋が融合した宿

１

２３

４

5

６７
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１_ほろろ一座「志
し き
絆」による華麗な踊り　２_集中して

景品に狙いを定める　３_「柿まつり音頭」に合わせて
踊る地域の小学生　４_助走から一気に種を吹き出す

「柿のたね飛ばし大会」　５_自分の作品を見つけて笑
顔の女の子　６_共生館入り口では、子どもたちのかわ
いい作品がお出迎え　７_内子町内の瞬間を切り取った
写真の数々に見入る女の子　８_薪ボイラーで沸かした

「足湯コーナー」で温まる

　

内
子
町
内
各
地
の
農
業
祭
と
文

化
祭
を
無
料
バ
ス
で
つ
な
い
だ

「
う
ち
こ
わ
ま
つ
り
」が
11
月
３
・

５
の
両
日
開
か
れ
、
２
日
間
で
約

８
２
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

実
り
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
郷
土

色
豊
か
な「
う
ち
こ
わ
ま
つ
り
」

の
様
子
を
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
写
真

の
数
々
で
振
り
返
り
ま
す
。

中
学
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
演

奏
や
各
自
治
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
の

他
、
内
子
町
文
化
協
会
内
子
支
部

の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

文
化
・
芸
術
を
堪
能
で
き
る
会

場
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
は
５
、

７
、９
）

立
川
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

手
づ
く
り
の
文
化
産
業
祭
。
今
年

も
、
松
山
市
か
ら
よ
さ
こ
い
踊
り

う
ち
こ
文
化
祭

立
川
地
区
文
化
産
業
祭

１

２

３

５

Uch i k o  WA Fe s t i v a l  P h o t o  R ep o r t

つ な が る 人 の わ ・ 文 化 の わ ――

６

７

８

９

４
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９_内子中学校吹奏楽部の演奏。映画「パイレーツ・オ
ブ・カリビアン」の曲に合わせて、色鮮やかな旗がなび
く　10_「よいしょ、よいしょ」の掛け声が響く「御祓の
杵つき餅」　11_臼杵自治会のブース。串に刺さった焼き
シイタケ　12_柿の詰め放題。試行錯誤しながら、袋
いっぱいに柿を詰め込む　13_農産物品評会に出品さ
れた地場産品の競り売り　14_小田名物たらいうどん
の湯通し　15_できたてほくほくの焼き芋。秋の味覚
も堪能できた

連
ほ
ろ
ろ
一
座「
志
絆
」
が
駆
け

つ
け
た
他
、
品
評
会
に
は
自
慢
の

農
産
物
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し

た
。（
写
真
は
１
、
13
）

大
瀬
商
店
街
を
会
場
に
、
柿
の
種

飛
ば
し
大
会
や
柿
の
皮
む
き
大
会

な
ど
、
特
産
の
柿
が
満
載
の
催
し

が
目
白
押
し
で
し
た
。
ま
た
、
バ

ザ
ー
で
は
小
田
川
で
捕
れ
た
鮎
の

串
焼
き
な
ど
も
並
び
、
大
瀬
の
魅

力
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。（
写

真
は
３
、４
、
12
）

和
太
鼓
の
響
き
や
バ
ン
ド
演
奏
の

音
色
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。
保

育
園
・
幼
稚
園
児
の
か
わ
い
ら
し

い
作
品
の
展
示
や
獅
子
舞
な
ど
の

伝
統
行
事
が
披
露
さ
れ
た
他
、
５

日
は
小
田
川
コ
ッ
ト
ン
ト
ン
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
は
２
、

６
、
10
）

魚
の
つ
か
み
捕
り
や
ポ
ニ
ー
乗
馬

体
験
、
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽

し
む
子
ど
も
た
ち
や
、
地
元
産
シ

イ
タ
ケ
の
串
焼
き
や
た
ら
い
う
ど

ん
な
ど
豊
か
な
地
域
食
を
楽
し
む

大
人
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
８
、
11
、
14
、
15
）

大
瀬
農
業
祭
柿
ま
つ
り

第
37
回
五
十
崎
文
化
祭

小
田
の
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

10

11

12

13

14

15
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FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

わが家の一皿
SPECIAL DISH
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大
野
　
健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
（
36
）

＝
大
久
喜
＝

①パスタを水に1時間浸ける／②
沸かしたお湯に塩を入れ、パスタ
と一口大に切ったキャベツを２分
ゆでる／③フライパンでⒶを弱火
で熱し、さらに輪切りにしたウイ
ンナーを加えて弱火で炒め、②の
ゆで汁をお玉１杯加える／④水を
切ったパスタとキャベツを③に加
えて炒め、Ⓑで味を調えたら完成。

●作り方

中西　昌
ま さ え

恵さん
＝上村＝

●作った人

憧
れ

キャベツのパスタ

パスタ 200㌘／キャ
ベツ160㌘／ウイン
ナー４本／Ⓐオリー
ブオイル大さじ３
杯、にんにく１片、
鷹の爪（お好みで）
／Ⓑクレージーソル
ト適量、黒こしょう
適量

●材料（４人分）

ベイスターズの応援で盛り上がる大野さん（右）

　

都
会
へ
の
憧
れ
―
―
。
地
方
に

住
む
若
者
の
多
く
が
抱
く
感
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
、
都

会
に
憧
れ
を
抱
く
一
人
で
し
た
。

毎
年
、
母
親
の
故
郷
で
あ
る
神
奈

川
県
の
横
浜
へ
遊
び
に
行
く
度

に
、
都
会
へ
の
憧
れ
は
強
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
の
高
校

や
大
学
へ
進
学
し
、
大
人
に
な
る

に
つ
れ
、
地
元
の
五
十
崎
に
残
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
次
第
に

思
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昨
年
４
月
、
転
勤
で
新

居
浜
市
か
ら
五
十
崎
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
縁
も
あ
り
、
商
工
会
青

年
部
五
十
崎
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
元
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
志
の
も

と
、
気
さ
く
な
先
輩
方
や
楽
し
い

仲
間
た
ち
に
囲
ま
れ
、
充
実
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
都
会
へ
の
思
い
を
象
徴

し
て
い
る
の
が
、
横
浜
を
本
拠
地

に
す
る
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム「
横
浜

Ｄデ
ィ
ー
エ
ヌ
エ
ー

ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
で
す
。

小
学
生
の
頃
か
ら
応
援
し
て
い
ま

す
。
今
で
は
、「
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
を

応
援
し
続
け
る
限
り
、
横
浜
と
の

縁
は
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ
る
」。

そ
う
自
分
自
身
に
暗
示
を
掛
け
る

こ
と
で
、
都
会
へ
の
思
い
を
断
ち

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
は
今

年
、
激
闘
を
制
し
て
、
プ
ロ
野
球

の
日
本
一
を
決
め
る
日
本
シ
リ
ー

ズ
に
19
年
ぶ
り
に
進
出
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
勝
て
な
い
弱
小
時

代
が
長
か
っ
た
の
で
、
選
手
た
ち

が
ど
ん
な
活
躍
を
し
て
く
れ
る
の

か
、
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。「
頑

張
れ
、
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」。
遠
い

五
十
崎
の
地
か
ら
、
横
浜
の
選
手

た
ち
へ
こ
れ
か
ら
も
エ
ー
ル
を
送

り
続
け
ま
す
。

▼
次
は
、
永
岡
裕
さ
ん
＝
上
町
＝
に

お
願
い
し
ま
す
。
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上
宮
　
蒼そ
う
し志

く
ん
　
西
沖

い
つ
も
笑
顔
の
ソ
ウ
ち
ゃ
ん
で
す
！

よ
ろ
し
く
ね

12.18

おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

12月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

渡邉　紗
さ ら

羅ちゃん　上村

食べるの大好き！　お兄ちゃんに
負けないくらいガザで元気！

12.5

岡
田
　
桃も
も
か佳

ち
ゃ
ん
　
護
国

お
で
か
け
が
大
好
き
♡
　
こ
れ
か
ら
い

ろ
ん
な
所
に
遊
び
に
行
こ
う
ね
!!

12.8　
井
　
涼す
ず
は巴

ち
ゃ
ん
　
富
中

９
カ
月
で
歩
け
ち
ゃ
っ
た
。
兄
ち
ゃ
ん

た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
。

12.17

西
村
　
心こ
こ
な愛

ち
ゃ
ん
　
西
沖

食
べ
る
の
大
好
き
♡
　
ね
ぇ
ね
も
大
好

き
♡
　
早
く
一
緒
に
歩
き
た
い
な
ぁ
☆

12.1

河野　生
いづる

弦くん　石畳７

自然に囲まれすくすく成長中☆
みんないっくんが大好きだよ♡

12.26

青
木
　
景け
い
ご吾

く
ん
　
上
村

お
っ
と
り
だ
け
ど
、
と
っ
て
も
活
発
！

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
っ
子
で
す
♪

12.15

藤
本
　
康こ
う
た
ろ
う

太
郎
く
ん
　
東
沖

僕
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
を
た
た
い
た

り
体
を
動
か
す
の
が
大
好
き
で
す
♡

12.2栗
田
　
稀き
い
と斗

く
ん
　
内
子
11

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
。
食
べ
る
こ
と
大

好
き
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
稀
斗
で
す
♡

12.4

「はじめてのバースデー」への
掲載案内は、誕生月の前々月上
旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。
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パスポート作って旅をしよう

　私は29年間で23カ国を旅して
きました。その中から、いくつか
の国をご紹介します。
　カリブ海に浮かぶ島国のグレナ
ダは、ナツメグの生産が世界第２
位を誇ります。香辛料の香り漂う
市場で初めて、赤いメースという
皮に覆われた生のナツメグを見ま
した。想像していたものと違い、
驚いたことを覚えています。
　皆さんは、料理といえばどの国
を思い浮かべますか。フランスか
イタリアではないでしょうか。も
ちろん、フランス料理やイタリア
料理も美味しいですが、私はスイ
ス料理が一番だと思います。スイ
スはドイツとイタリアの間にあ
るため、両国の料理やスイス独自
の料理など、さまざまな料理を堪

能できます。また、食べ物だけで
なく公用語も４つあり、いろいろ
な外国語を耳にします。私の家族
は、スイスの公用語であるフラン
ス語が話せるため、不自由なく旅
を満喫することができました。
　最後に、オランダを紹介します。
国の面積の3分の１が海抜より低
く、洪水を防ぐダイクと呼ばれる
堤防と水をくみ出す風車がありま
す。オランダの有名なチューリッ
プ畑の中で風を感じたときは、本
当に気持ち良かったです。
　先日、内子町の中学生12人が、
ドイツ研修に行きました。外国を
訪れることは、新しいことを知る
ためのいい経験です。皆さんも、
パスポートを作って、外国を旅し
てみませんか。

外国語指導助手

デリアナ・ダルトン
Deliana Dalton

尾形　茄
か な こ

永子さん（22）　和田

お客さんとの出会いを大切にしたい

　「中学生の頃から、お菓子屋さんになるのが夢で
した」。そう語るのは、尾形茄永子さん。10月にオー
プンした洋菓子店「あんしゃんて」を切り盛りして
います。お客さんとの出会いを大切にしたいという
思いから、「初めまして」や「お会いできてうれし
い」という意味のフランス語を店名に決めたそうで
す。店内に並ぶ尾形さん手作りの洋菓子には、実家
が営む農園で収穫されたブドウや、祖父が栽培した
サツマイモなども材料に使用します。農園の６次産
業化の推進や、傷などで商品にならない果物を利用
したいとの思いで「あんしゃんて」は誕生しました。
　小田川沿いの旧道にたたずむ落ち着いた雰囲気の
店には、地域の人たちや噂を聞きつけた人たちが入
れ替わり訪れます。「気軽にくつろいでもらえる憩
いの場所にしたい。なかなか人に立ち寄ってもらえ
ない地域だけど、お店に来てくれることで、少しで
も滞在してもらえればうれしい」と尾形さん。「い
つの日か、『あんしゃんて』が内子町を訪れる理由
の一つになれればいいですね」と、はにかみました。

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

アメリカ・ノースカロライナ州で電車と一枚
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① 自転車で秋の内子路を満喫
　「○○●○○○ガイドツアー」
② 「内子晴れ」と「○●」。町並み保存
地区に新しく２つの宿がオープン。
③ 愛媛県選手団の最高齢「金○○○●

○」終わらない夢、続く挑戦――
④ 愛媛に住む魅力をマンガで配信中

「○○○○○●○」第３話は内子が
舞台。
⑤ 見事な緑のカーテンを育てた４作品
が受賞。「第８回緑のカーテン○○
○●○」結果発表

「広報うちこ」12月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：12月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」２月号

第８回緑のカーテン
コンテスト結果発表

答え「あきのみかく」　正解数
•酒井　民子さん　（内子13）
•大本　悦子さん　（内子18第２）
•薦田　和子さん　（内子18第２）
•武田トミ子さん　（護国）
•國本　満子さん　（中町）
•坂本由美子さん　（西沖）
•山竹　俊幸さん　（岡第２）
•大成　静子さん　（下重松）
•曽我部久仁子さん（松山市）
•小野久美子さん　（大阪府）

●10月号当選者の皆さん

藤永冴子さん くるみ保育園

写真賞 最優秀賞

　　

家
庭
や
事
業
所
で
取
り
組
め
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
地
球
温
暖

化
防
止
を
推
進
す
る
た
め
、「
第

８
回
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
く
る
み
保
育
園

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
を
通
し
て
、

園
児
た
ち
の
観
察
力
の
向
上
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
や
、
収
穫
し
た

ゴ
ー
ヤ
を
園
で
調
理
し
て
食
育
に

つ
な
げ
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
写
真
賞
は
藤
永
冴さ

え
こ子
さ

ん
が
受
賞
。
精
い
っ
ぱ
い
背
伸
び

を
し
て
ゴ
ー
ヤ
を
収
穫
す
る
子
ど

も
た
ち
の
動
き
が
伝
わ
っ
て
く
る

作
品
で
し
た
。
そ
の
他
、
優
秀
賞

は
図
書
情
報
館
と
五
十
崎
児
童
館

が
受
賞
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

□内子座は年間どのくらい利
用されているのですか。また、
町民も利用することはできま
すか（40代女性）
■公演や発表会など、27年度
は44件、28年度は39件の利
用がありました。また、一般の
人も内子座を利用できます。

利用条件や料金の定めがあり
ますので、詳しくは内子座ホー
ムページをご覧ください。
　  http://www.town.uchiko.
     ehime.jp/site/uchikoza/

【問い合わせ】
町並・地域振興課
☎０８９３（４４）２１１８

内子座の利用について



　

図
書
館

　
へ

行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

●
第
12
回
内
子
町
読
書
感
想
文

　
入
賞
者
決
定

　

読
書
週
間
の
記
念
行
事
と
し

て
募
集
し
た「
第
12
回
内
子
町

読
書
感
想
文
」
に
56
点
の
応
募

が
あ
り
、
下
表
の
皆
さ
ん
が
入

賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

入
賞
者
の
表
彰
式
は
11
月
17

日
、「
第
43
回
内
子
町
読
書
活
動

研
究
集
会
」で
行
い
ま
し
た
。
入

賞
者
を
代
表
し
て
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
内
子
高
等
学
校
３

年
坪
田
莉り

く來
さ
ん
が
読
書
感
想

文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
後
日
、「
読
書
感

想
文
集
」に
ま
と
め
、
図
書
情
報

館
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

宝石鳥
鴇
ときざ わ

澤亜妃子／著

宝石鳥の子孫が治めるシリーシャ島
の女王は、島を訪れた植物学者と恋
に落ちる。その身を2つに分けて半
身は恋人と海を渡るが……

ファニー 13歳の指揮官
ファニー・ベン=アミ／著

ナチスの迫害を逃れるため、13歳の
ファニーは大勢の子どもたちを引率
し、スイスを目指す。仲間たちの命
を救うために奮闘した少女の実話

ごぼう先生と楽しむ大人の健康体操
簗
や な せ

瀬寛／著

１日10秒、椅子に座ったままできる
健康体操などをカラー写真で紹介。
高齢者も介護者も元気になる心構え
や習慣などもやさしく解説

ピーマンマンとかぜひきキン
さくらともこ／作

のんびり風呂に入っている間にかぜ
ひきキンにマントを盗まれたピーマ
ンマン。ぬれた体で追いかけたので、
風邪をひいてしまい……

部門 最優秀賞 優秀賞 佳作 佳作
小学校
低学年

清水こゆき
（内子小２年）

金井　翔平
（大瀬小１年）

山中　大輝
（立川小１年）

山本　遥斗
（石畳小２年）

小学校
中学年

片倉　暖充
（五十崎小４年）

宮内　美結
（天神小３年）

宇都岡玲沙
（内子小４年）

本田　華奈
（小田小４年）

小学校
高学年

柴田　祐輝
（立川小６年）

大木　心琴
（石畳小６年）

石岡倫太朗
（大瀬小５年）

尾崎　竣祐
（天神小６年）

中学校 山岡　桜子
（内子中３年）

上田　爽代
（内子中３年）

河野亜弥香
（内子中２年）

大程　幸翔
（大瀬中１年）

高　校
一　般

坪田　莉來
（内子高３年）

大鍋　勘太
（小田高１年）

永居　泰成
（小田高２年）

西川　歩香
（小田高２年）

●
12
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑧
》

▽
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス

※
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
展
示

　
（
松
本
知ち

せ世
さ
ん
）　

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　
　
12
月
２
日 

ゆ
り
か
ご

        

　
　 

（
エ
コ
の
日
）

　
　
９
日 

む
し
こ
ま
ど

　
　
16
日 

む
し
こ
ま
ど

　
　
23
日 

ど
ん
ぐ
り
会

  

文
学
講
座

▽
日
時
　
12
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

▽
内
容
　「
新し

ん

蔵く
ろ
う
ど人

物
語
」

　

を
読
む

▽
講
師
　
村
山
洋よ

う
こ子
さ
ん

表彰式に参加した受賞者の皆さん



HEARTFUL UTIA

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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●日時　30年１月27日（土）
　　　　午前10時～午後１時
●場所　内子自治センター
●対象　高校生以上
●参加費　1,200円
●定員　15人
●申込期限　30年1月15日（月）
●持参品　エプロン、三角巾

　今回は、アメリカ出身の外国語指導助手の
タニアさんが講師です。両親がヨルダン出身
で、ヨルダンで２年間暮らした経験もあるタ
ニアさん。肉や米をブドウの葉で巻いた中東
の伝統的な料理「W

ワ ラ ク

arak E
イ ナ ブ

nab」や「h
フ ム ス

ummus」
などの作り方を紹介します。料理を通して一
緒に中東の文化に触れてみませんか。

VOL.200

　内子町国際交流協会は11月5日、「小
田の郷ふるさとまつり」と「五十崎文化
祭」にブースを出展しました。五十崎の
ブースではパネルを展示し、青年海外派
遣事業や協会活動の紹介をしました。
　小田のブースではフェイスペインティ
ングを行い、外国語指導助手のデリアナ
さんやプランナーが、子どもたちのリク
エストに応じて頬や手にハートやクロー
バーなどの絵を描きました。
　初めて参加したデリアナさんは「たく
さんの人がフェイスペインティングを楽し
んでくれてよかった。子どもたちの名前
を英語で書いたり、イチゴの髪飾りの子
にイチゴを書いたりして、私も楽しかっ
た。また来年も参加したい」と感想を話
しました。協会のブースに来てくれた皆
さん、ありがとうございました。

地域の文化祭に参加しました！

Let's Cooking !

「小田の郷ふるさとまつり」にてフェ
イスペインティングの様子

国際理解講座

魅惑のアラビア料理 ～Ｌｅｔʼｓ ｅｘｐｌｏｒｅ ｔａｓｔｅｓ ｏｆ Ａｒａｂｉａ～　



入園を希望する保護者は、期日までにお申し込みください。すでに在園
している園児も、引き続き入園を希望する場合は、手続きが必要です。

●提出書類　
　（1）支給認定申請書・入園申込書
　（2）就労証明書（または就労状況確認書、申
　立書のいずれか）　　
※（1）は児童１人につき１枚。
※用紙は各受付場所にあります。
※�（2）の内容を照明する添付書類や住民税課
税（非課税）証明書などが必要な場合があ
ります。

※石畳へき地保育園は（1）のみ。
●入園の資格　就労・求職や出産、病気など
　の事情で保護者が保育できない場合
●その他　民営の保育園も、入園の手続き、
　保育料の決定・徴収は内子町が行います。

●募集保育園／定員／開園時間

※石畳へき地保育園は、保護者が地区内に��������
　居住している場合のみ入園可

●申請期限　12月25日（月）
●受付場所　保健福祉課、各保育園、内子総
　合窓口センター（内子分庁内）、小田支所

募集保育園 定員 開園時間
 内子保育園 80人  午前７時～午後７時
 五城保育園 60人

 午前７時30分
 ～午後６時30分 大瀬保育園 50人

 こばと保育園 70人
 くるみ保育園 80人  午前７時～午後６時
 石畳へき地保育園 30人  午前８時～午後４時

保育園 【問い合わせ】保健福祉課　児童福祉係
☎０８９３（４４）６１５４

児園 募 　　30年度の
保育園・幼稚園集

●授業料（月額）
　①生活保護法による被保護世帯　０円
　②町民税所得割額が０円の世帯　3,000円
　①②以外の世帯　5,000円
※この他に給食費、教材費、�ＰＴＡ会費など
　が必要です。
●申込方法�　入園を希望する幼稚園に「入園
　願」と「支給認定申請書」を提出
※各用紙は各幼稚園・内子町教育委員会にあ
　ります。
●申請期限　12月22日（金）

●募集幼稚園と対象区域

●対象児童　平成24年４月２日～ 27年４月
　１日生まれの子

園名 対象区域
 内子幼稚園
 ☎０８９３（４４）２４００

 内子地区
 五十崎地区

 立川幼稚園
 ☎０８９３（４５）０１３４
 五十崎幼稚園
 ☎０８９３（４４）３１５８
 小田幼稚園
 ☎０８９２（５２）３４１９  小田地区

幼稚園 【問い合わせ】内子町教育委員会（内子分庁舎内）
学校教育課　学校教育係　☎０８９３（４４）２１２４

待ってるよー！

友だち
たくさん！
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社協だより Vol. ４

区分 臨時保育士 社協正規職員

採用予定人数 ２人程度 １人

受験資格
保育士登録がある人、または30年３月31日までに
登録見込みの人

大学・短大・専門学校卒業者、または30年３月卒
業見込みの人

必要書類 保育士登録証（写）または、登録見込み証明書 卒業（見込み）証明書

試験方法 実技試験・作文・面接 一般教養試験・適性検査・作文・集団討論・面接

基本給与 15万7,500円 15万7,300円

備考 賞与（年２回）・各種手当あり、社会保険など加入
昇給（年２回）・賞与（年２回）・各種手当あり、社会
保険など加入

【共通事項】
■一次試験
・期日　30年１月28日（日）
・場所　内子町役場分庁
※�詳しくは申込者に通知します。１月10日（水）
までに通知が届かない場合は、ご連絡ください。

■採用予定日
　30年４月１日（試用期間６カ月）
■応募書類
　志願票、履歴書、職種別必要書類（各１通）
※志願票と履歴書は内子町社会福祉協議会、同小
　田支所（小田保健センター内）、内子町在宅介護
　支援センター社協（町民会館内）にあります。ホー
　ムページからダウンロード可。

　社会福祉協議会では一人暮らしの高齢者
などに「お元気ですか」と電話するサービ
スをしています。ぜひご利用ください。
●対象　一人暮らしの高齢者など
●内容　社会福祉協議会の職員が、利用者

　へ定期的に電話し、安否を確認します。　
　緊急時には、家族などの緊急時連絡先へ連
　絡をし、必要があれば救急などへの連絡を
　します。
●利用料金　無料

※�郵便請求の場合は、封筒の表面に「受験申込用紙
請求」と朱書きし、「職員採用試験申込用紙等請
求」と書いた用紙に住所・氏名・連絡先（電話番号）
を記し、返信用切手120�円を同封して送付してく
ださい。

■応募受付期間
　12月５日（火）～�12�月25日（月）
※受付は、平日の午前８時30�分～午後５時15�分です。
※郵送の場合は、封筒表面に「受験申込書在中」と
　朱書きしてください。（12月25日消印有効）
※詳しくは、募集要項をご確認ください。要項は内
　子町社会福祉協議会またはホームページでご覧に
　なれます。

平成30年度
内子町社会福祉協議会

■試験区分、採用予定人数など

「お元気ですか電話サービス」で会話と安心を

【応募先・問い合わせ】
内子町社会福祉協議会（内子分庁内）
〒７９１－３３９２

内子町内子１５１５番地
☎０８９３（４４）３８２０

　www.shakyo.or.jp/hp/1486/
職員採用試験職員採用試験

＼お知らせ／
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町からのお知らせ

（※１）「死亡届」など急を要する事件は日直・宿直が受け付けます。（12月29日～１月３日は本庁のみ）
　　　※内子分庁での受け付け業務は25年度に廃止しています。

業務・施設／連絡先 27
（水）

28
（木）

29
（金）

30
（土）

31
（日）

１ / １
（月）

２
（火）

３
（水）

４
（木）

５
（金）

届け出などの受付業務（※１）
○住民課　☎０８９３（４４）６１５２
○小田支所　☎０８９２（５２）３１１１

休 休 休 休 休 休

出納業務（支払・収納）
出納室　☎０８９３（４４）６１５６ 休 休 休 休 休 休

町営バス・デマンドバス
総務課　☎０８９３（４４）６１５０ 休 休 休 休 休 休

八日市・護国町並保存センター
☎０８９３（４４）５２１２ 休 休 休 休 休 休

内子座　
☎０８９３（４４）２８４０ 休 休 休 休 休

歴史民俗資料館　
☎０８９３（４４）５２２０ 休 休 休 休 休

木蝋資料館「上芳我邸」
☎０８９３（４４）２７７１ 休 休 休 休 休

町並駐車場
☎０８９３（４４）５３４７ 無料開放

文化交流ヴィラ「高橋邸」
☎０８９３（４４）２３５４ 休 休 休 休 休 休 休 休

五十崎凧博物館
☎０８９３（４４）５２００ 休 休 休 休 休

内子町ビジターセンター「Ａ・ｒｕｎｚｅ」
☎０８９３（４４）３７９０ 休 休 休 休 休 休 休

内子町図書情報館
☎０８９３（４４）４１９８ 休 休 休 休 休 休 休

内子町クリーンセンター
☎０８９３（４４）４５７４

午後
休 休 休 休 休

町の施設は12月29日（金）～１月３日（水）まで休みとなります。
ただし一部の施設は休みが異なりますので、ご注意ください。CLOSE

年末年始の業務のおしらせ年末年始の業務のおしらせ
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nformationＩ

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　

コラム＊ねんきん瓦版

●口座振替の２年前納がお得です
　国民年金保険料を口座振替で支払う手続き
は、全国の金融機関でできます。一度手続きを
すれば、毎月指定した口座から引き落とされる
ので、納め忘れがなく安心です。金融機関窓口
まで行く手間も省けて、とても便利です。
　国民年金保険料を前払い（前納）すると、割
引が適用されます。２年間の国民年金保険料を
前納する場合、15,640円の割引となります。

●申込方法
　年金手帳（基礎年金番号の確認が出来るもの）、
預貯金通帳、通帳届出印を持参して、金融機関で
お申し込みください。
※手続き完了までに１～２カ月掛かります。振替
　日の２カ月前までにお申し込みください。
●口座引き落としの注意点
　前納による納付済期間中に、会社などへ勤務し
て厚生年金保険に加入した場合、未経過期間の国
民年金保険料は還付されます。
　残高不足で引き落としができなかった場合、毎
月納付に変更して引き落としされます。２年前納
の場合、翌年の前納振替時に、再び２年前納分の
口座振替が行われます。

【問い合わせ】
住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

２年前納をすると15,460円もお得
国民保険料の支払いは便利な口座引き落としで

▽
そ
の
他

●
注
意
事
項

▽
規
定
の
用
紙
に
運
搬
す
る
廃
棄
物

　

の
種
類
と
量
、
運
搬
者
の
住
所
・

　

氏
名
な
ど
を
記
載
し
た
書
類
を
携

　

帯
し
て
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
運
搬
す
る
車
両
に「
廃
棄
物
収
集

　

車
」と
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　

不
要
に
な
っ
た
農
業
用
の
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。
搬

出
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
の
で
、

適
正
な
処
分
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
回
収
日　

12
月
13
日（
水
）午
前
８

　

時
30
分
～
11
時
30
分

●
回
収
場
所　

愛
媛
た
い
き
農
協
五

　

十
崎
支
所
駐
車
場

●
搬
出
方
法
　
１
し
め
当
た
り
10
～

　

15
㌔
程
度
と
し
、
次
の
３
種
類
に

　

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

▽
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

内
子
・
五
十
崎
地
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し
ま
す

　

分
別
の
仕
方
が
分
か
り
に
く
か
っ

た「
資
源
ご
み（
金
属
類
）
」
と「
燃

え
な
い
ご
み
」
は
、
30
年
１
月
か
ら

統
合
し
て「
燃
え
な
い
ご
み
」
と
し

て
収
集
し
ま
す
。

　

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
皆
さ
ん
の
利
便
性
が
よ
く
な
る
よ

う
検
討
を
続
け
ま
す
。

●
開
始　

30
年
１
月
の
収
集
か
ら

●
指
定
袋　
「
カ
ン
・
び
ん
・
金
属
類
・

　

燃
え
な
い
ご
み
の
袋
」
ま
た
は
旧

　

小
田
町
の「
燃
え
な
い
ご
み
袋
」

「
資
源
ご
み（
金
属
類
）」
の
区
分
が
な
く
な
り
ま
す

■ 29年度の割引き額
納付方法 振替日（納付期間） 割引額

早割納付 当月末（１カ月分） 50円

半年納付
４月末（４月～９月分）

1,120円
10月末（10月～翌年３月分）

１年前納 ４月末（４月～翌年３月分） 4,150円

２年前納 ４月分（４月～翌々年３月分） 15,640円

燃えないごみ

燃えないごみ

資源ごみ（金属類）

現在 ＼分かりづらい！／ 

30年１月から ＼すっきり！／ 
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くらしの情報

※
申
込
書
は
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
・
内

　

子
分
庁
・
小
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

●
日
時　

12
月
17
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
開
演
～

●
場
所　

内
子
座

●
出
演　

三
輪
流
臼
杵
神
楽
愛
護
少

　

年
団（
大
分
県
臼
杵
市
）、
町
内
の

　

伝
統
文
化
継
承
団
体
の
皆
さ
ん

●
入
場
料　

無
料

●
主
催　

内
子
町
伝
統
文
化
継
承
団

　

体
連
絡
会
、
内
子
町
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
自
治
・
学
習
課

生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど
　

《
隅
川
団
地
３
０
１
号（
内
子
地
区
）》

▽
住
所　

内
子
２
９
４
番
地

▽
構
造　

中
層
耐
火
４
階
・
Ｓ
52
建

▽
面
積
他　

59
・
３
㎡
、
２
D
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　

１
万
５
２
０
０
円
～

※
駐
車
場
な
し

※
入
居
時
に
は
敷
金（
家
賃
３
カ
月

　

分
）が
必
要
で
す
。

※
家
賃
は
、
入
居
者
の
収
入
に
よ
り

　

決
定
し
ま
す
。

●
入
居
資
格
　

　

次
の
⑴
～
⑷
を
満
た
す
人

⑴
同
居
親
族
の
あ
る
人（
た
だ
し
条

　

件
に
よ
っ
て
は
単
身
入
居
も
可
）

⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
人

⑶
収
入
基
準（
月
額
所
得
が
20
万
円

　

以
下
）を
超
え
な
い
こ
と

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
障
が
い
者

　

や
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

　

な
ど
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下

⑷
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

●
申
込
方
法　

入
居
者
申
込
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

12
月
20
日（
水
）

「
第
６
回
内
子
町
伝
統
芸
能

ま
つ
り
」の
ご
案
内

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

集

募

し

催

29年度のチラシ。町内の
伝統芸能が一堂に会す

●開催日　12月26日（火）～ 28日（木）
　　　　　２泊３日
●会場　ソルファ・オダスキーゲレンデ
●内容　雪遊び／スキー・スノーボード／
　自然散策／自然工作など冬の小田深山
　の自然環境を活かした体験プログラム
�※気象条件により、プログラムは変更に
　なる場合があります。
●参加費　２万2,000円

●定員　30人
●対象　小学１年生～中学３年生
●申込期限　12月15（金）

【問い合わせ】
ソルファ・オダスキーゲレンデ
☎０８９２（５２）３２３２
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自
治
振
興
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

30
年
１
月
９
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　

第
１
回
の
講
師
は
、
長
崎
県
島
原

市
の
松
本
農
園
・
松
本
綾あ

や
こ子
さ
ん
で

す
。
農
業
者
が
自
ら
生
産
面
と
販
売

面
に
力
を
入
れ
、
高
品
質
生
産
に
付

加
価
値
を
付
け
た
農
業
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

第
２
回
以
降
の
開
催
は
、
順
次
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時　

30
年
１
月
19
日（
金
）　

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

●
場
所　

小
田
林
業
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
『
夢
あ
る
農
業
を
目
指
し
て
』

●
受
講
料　

５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　

寒
い
時
期
は
、
暖
房
器
具
に
よ
る

火
災
や
事
故
が
多
数
発
生
し
ま
す
。

使
用
す
る
と
き
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

　

タ
ー
に
は
灯
油
以
外
の
燃
料
を
給

　

油
し
な
い

▽
火
を
点
け
た
ま
ま
給
油
し
な
い

▽
ス
プ
レ
ー
缶
を
暖
房
器
具
の
近
く

　

に
置
か
な
い

▽
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
近

　

く
で
洗
濯
物
を
乾
燥
さ
せ
な
い

▽
カ
ー
テ
ン
や
布
団
の
近
く
で
は
、
ス

　

ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
し
な
い

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る
と
き

　

は
こ
ま
め
に
換
気
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

●
日
時　

12
月
21
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　
「
健け

ん
こ
う幸

の
た
め
の
身
体

　

活
動
」

●
講
師　

山
本
直な

お
ふ
み史

さ
ん（
愛
媛
大

　

学
准
教
授
）

●
内
容　

虚
弱
や
認
知
症
な
ど
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
予
防
に
効
き
や
す
い
身

　

体
活
動
が
あ
り
ま
す
。
実
技
を
交

　

え
な
が
ら
、
現
代
の
身
体
活
動
不

　

足
の
解
決
策
を
考
え
ま
す
。

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
主
催　

内
子
町
教
育
委
員
会　

他

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
自
治
・
学
習
課

　

新
年
の
訪
れ
を
と
も
に
喜
ぶ
年
賀

交
歓
会
を
開
き
ま
す
。
町
内
に
住
む

人
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

30
年
１
月
４
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～

●
場
所　

内
子
町
共
生
館

●
会
費　

１
０
０
０
円

※
地
酒
が
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
で

　

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

12
月
15
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

庶
務
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
年
賀
交
歓
会
」
の
開
催

知

ら

せ

お

「
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

レ
ッ
ジ
in
内
子
」
の
お
誘
い

内
子
の
農
業
に
稼
ぐ
力
を

「
知
的
農
村
塾
」
を
開
講

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
暖
房
器
具
の
使
用
に
注
意
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

　愛媛県で暮らす魅力を発信する
ＷＥＢマンガ『ヒメのいるまち』
を愛媛県のホームページで公開し
ています。主人公・佐倉ヒメは「愛
媛」と「東京」、どちらを選ぶのか。
ぜひ一緒に見届けてください。
　http://www.pref.ehime.jp/h12100/
　manga/hime.html

【問い合わせ】
愛媛県総合政策課
☎０８９（９１２）２２３０

愛媛に住む魅力をマンガで配信中

『ヒメのいるまち』

＼第３話は内子町が舞台／
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お元気ですか
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月の健康カレンダー1

●母子保健～すくすく子育て～
日 受付時間 場所 対象

18（木）午前９時15分
～９時30分

内子保健
センター

29年７月・ ８月
生まれ

離乳食教室

日 受付時間 場所 対象

９（火）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

29年４月・ ５月
生まれ

乳児健康診査

【問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

日 時間 場所 対象

９（火）午前９時30分
～ 10時30分 小田保健センター

乳幼児10（水）午前９時30分
～ 11時 内子保健センター

12（金）午前９時30分
～ 10時30分 五十崎保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

19（金）午前９時30分
～ 10時

内子保健
センター

27年10月・11月
生まれ

２歳Ｃｏｍｅかむ教室（虫歯予防教室）

ポイント❺　適度な運動をする

運動は血液中の中性脂肪を減らして、善玉コレス
テロールを増やします。血圧も下がり、動脈硬化
も防ぎます。
ポイント❻　酒を飲みすぎない

酒を飲みすぎると中性脂肪を増やす原因となりま
す。食べ過ぎにもつながりやすいため、注意しま
しょう。1日の摂取量の目安は、ビールなら中ビ
ン 1本、清酒なら1合以内です。
ポイント❼　禁煙する

喫煙は動脈硬化を進める原因になるため、禁煙を
心掛けましょう。

　脂質異常症とは、血液中の悪玉コレステロール
や中性脂肪などの脂質が一定の基準よりも多く
なった状態、または善玉コレステロールが少なく
なった状態をいいます。
　脂質異常症は自覚症状がほとんどないため、怖
い病気ではないように思われがちです。しかし、
放っておくと動脈硬化が進行し、脳梗塞や心筋梗
塞などの病気につながる恐れがあります。生活習
慣を見直し、脂質異常症を予防・改善しましょう。

ポイント❶　エネルギーをとりすぎない

食べ過ぎると中性脂肪が体に蓄積されます。ゆっ
くり、よくかんで食べることが大切です。
ポイント❷　余分な油脂を取らない

油脂を含む菓子や加工食品の取る量を減らしま
しょう。肉は赤身を選び、調理中の余分な油は捨
てるとよいです。
ポイント❸　食物繊維をたくさんとる

野菜、海藻、キノコ、大豆などに多く含まれる食
物繊維は悪玉コレステロールを減らします。
ポイント❹　抗酸化食品を積極的にとる

緑黄色野菜、果物、緑茶などの抗酸化食品には、
動脈硬化を抑制する効果があります。

動脈硬化の要因、「脂質異常症」
―― 予防・改善の７つのポイント――

余分なコレステロ
ールを肝臓に戻す

肝臓から全身へ
コレステロール
を運ぶ

《善玉・悪玉コレステロールの働き》

コレステ
ロール

悪 玉

肝 臓

血 管

善 玉



人のうごき（敬称略／ 10月６日～ 11月５日届出分）

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151

水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022

夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土・日 大洲中央病院 0893（24）4551

●救急病院

日 医院名 電話番号
１（月）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710

２（火）ごとう小児科（大洲市） 0893（23）0510

３（水）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

７（日）ごうお小児科医院（大洲市） 0893（24）3936

８（月）みかんこどもクリニック（八幡浜市） 0894（20）8800

14（日）亀井小児科（大洲市） 0893（24）3757

21（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

28（日）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117

●小児在宅当番医

診療科目 診療時間

内科
○平日・土曜日：午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：午前９時～午後６時

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156

※年末年始（12月30日～１月３日）は午前９時～午後６時

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。
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日時：11（木）・25（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※出張相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：９（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：９（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医1

森岡登喜枝（85）内子６

前田　　造（90）内子13

中田　信子（92）内子14

岡本　　亨（82）内子18第1

上神　清子（91）松尾
矢野　次子（94）村前
城戸　辰雄（80）和田
髙池　時子（90）中野
山口　建一（91）乙影山
大谷ハルヱ（95）梅津
宮井フサ子（90）川中１

●おくやみ

♥松本　かこ　　　　　内子８

♥大野　さち　　　　　内子17

♥石本　　楓
かえで

   　　　　 内子19第1

♣樽古　陽
ようだい

太　　　　　田中

♥植岡　莉
り の

叶　　　　　下立山

♥德岡　優
ゆ わ

和　　　　　論田３

♥大森日
ひ よ り

陽莉　　　　　岡第２

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

大助
純子
博生
奈美
清敬
薫
賢三
久美子
孝康
可奈子
和則
裕子
敦司
唯

大田原チヨカ（89）上立山
金子　一男（92）石畳９

大野　清子（91）西沖
上見　京子（86）寺成
泉　　千春（81）中川西
室岡　教惠（82）上川中
福本　茂子（89）上川中
大田ラク子（88）立石
武田八重子（90）小田下
宮田イツ子（63）大平
大久保正一（94）上田渡

・人口　
　16,934人（△20）
　男性　8,106人
　　　　（△６）
　女性　8,828人
　　　　（△ 14）

・世帯数　　 
　7,195戸（△４）

●まちの人口
　29年 11月１日現在

　（　）内は前月比

中岡　治子様（17区）
岡本チヨ子様（内子18第1）
辰本　利計様（内子19第2）
上神　憲一様（松尾）

●まごころ銀行　皆様から寄付をいただきました。心からお礼申し上げます。　内子町社会福祉協議会

井上　博子様（7区）
岡崎　繁雄様（9区）
矢野比佐司様（11区）
福岡　眞一様（13区）

山本　厚浩様（乙影山）
河内　保正様（日之地）
宇田　孝義様（上立山）
宮中　　章様（妙見町）

平岡チヱ子様（北田）
上見　輝幸様（宮原）
室岡　笑子様（上川中）
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「
愛え

が
お顔

つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」の
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
が
10
月
28
～
30
日
に
開
か
れ
、

86
歳
の
米
田
清
作
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
競
う
種
目「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
」
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
県
選
手
団
の
最
高
齢
金
メ

ダ
リ
ス
ト
と
な
り
、「
皆
さ
ん
の
応
援
と
期
待

に
応
え
ら
れ
て
う
れ
し
い
」と
胸
を
張
り
ま
す
。

　

米
田
さ
ん
は
30
年
ほ
ど
前
、
山
仕
事
を
し
て

い
る
と
き
に
左
目
を
ケ
ガ
し
て
、
視
力
を
失
い

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
米
田
さ
ん
は
、
そ

れ
か
ら
砲
丸
投
げ
な
ど
で
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
15
年
ほ
ど
前
に
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に
出
会
い
ま
す
。「
競
技
を
通

じ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
た
。
頑
張
る
姿

に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」と
そ
の
魅
力
を
語

る
米
田
さ
ん
。
え
ひ
め
大
会
で
は
新
潟
県
代
表

の
93
歳
の
女
性
と
同
組
に
な
り
ま
し
た
。
新
聞

の
取
材
に「
自
分
も
負
け
ら
れ
ん
」
と
応
え
た

こ
と
が
彼
女
に
伝
わ
り
、
手
紙
が
届
い
た
そ
う

で
す
。
中
身
は「
来
年
の
福
井
国
体
で
ま
た
戦

い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
挑
戦
状
―
―
。
米
田
さ

ん
は「
元
気
が
出
る
手
紙
。
ま
た
新
し
い
目
標

が
で
き
た
」と
目
を
細
め
ま
す
。

　

最
後
に
米
田
さ
ん
は「
障
が
い
や
年
齢
は
関

係
な
い
。
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
栄
光
に
つ
な

が
る
。
来
年
も
出
場
で
き
る
よ
う
、
生
業
の
芋

掘
り
を
し
な
が
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
せ
ん

と
な
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し
た
。

　
　
　
米
田
　
清せ

い
さ
く作

さ
ん（
86
）＝
中
野
＝

愛
媛
県
選
手
団
の
最
高
齢
金
メ
ダ
リ
ス
ト

終
わ
ら
な
い
夢
、
続
く
挑
戦
―
―

◎「皆さんの応援が力になった」と感謝する米田さん。「競技
　や農業を通じて地域を元気にしたい」と笑顔で話しました。
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▽
石
畳
水
車
祭
り
の
準
備
の

取
材
中
、「
も
ち
を
食
っ
た

ら
手
伝
え
よ
」と
笑
わ
す
地

域
の
人
た
ち
。
冗
談
と
思
っ

て
い
た
ら
、
本
当
に
手
伝
う

こ
と
に
―
―
。
私
で
も
仲
間

に
し
て
く
れ
る
懐
の
深
さ
に

感
動
。
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う

な
表
情
に
、
石
畳
の
素
晴
ら

し
さ
を
垣
間
見
ま
し
た（
裕
）

▽
今
月
も
「
わ
ま
つ
り
」
の

取
材
な
ど
で
各
地
へ
行
き
ま

し
た
。「
写
真
撮
ら
せ
て
く

だ
さ
い
」と
声
を
掛
け
る
と
、

恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な
が
ら

も
、
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
る

皆
さ
ん
。
温
か
い
人
た
ち
の

お
か
げ
で
、
素
敵
な
写
真
が

た
く
さ
ん
撮
れ
ま
し
た（
航
）


